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両グルテンの釣りとは…�
　秋が深まる10月下旬から11月にかけて、各地の
管理釣り場では新べら放流が始まります。白く輝く
美しい魚体と強烈な引きを楽しめるのはこの時季な
らではのものです。�
　放流直後から荒食いする新べらを狙うには広範囲
にバラける麩系のエサよりも、マッシュの粒子がサ
ラサラとタテに抜ける軽いグルテンエサに実績があ
ります。バラけたマッシュが新べらをタナへ誘い込
み、そしてハリのフトコロに残ったグルテン繊維を
吸い込ませるというのがこの釣りの基本です。�



セッティングは？�

●ハリス＝0.4号�
　上40cmと下55cm

●サオ＝15～18尺�
　状況によって使い分ける。�
　ヘラブナは、放流後次第�
　に沖めに着くので、ある�
　程度の長さが必要。�

●ハリ＝上下６号�
　マッシュの粒子が抜けやすく、�
　グルテン繊維がフトコロに残るものが良い�

Step.1

宙釣り編�

●ミチイト＝0.8号�

●ウキ＝ボディ10～13cm(パイプトップ)�
　オモリ負荷量が0.25mm厚板オモリを�
　２～３cm背負うもの�



釣り方のツボは？�
　釣り場に放流された新べらは、ただちに群れをつく
ってヘチの浅場を回遊します。その後、水に慣れるに
したがい養魚場の環境に似た浅場（２ｍ前後）や人の
プレッシャーの少ない沖めに集まるようになります。
宙釣りではこの回遊路やタナを狙うというのがセオリ
ーです。釣る場所やタナを間違えば、旧べらだけの釣
りになってしまい、会心の釣りはできません。これは
各釣り場の形態で変わってきますので、例年の新べら
の行動パターンを知ること。これが攻略の第一歩にな
るわけです。�
�
�
　狙うタナに新べらの地合いができると、ウキが立っ
たところからサワリがでるようになります。そこから
トップがなじむまでにモゾッ、ムズッと押さえるよう
なアタリが続くことが理想です。時にはなじむスピー
ドが一瞬早くなるのもアタリなので、細かなウキの動
きには注意が必要です。�

Step.2

理想的なウキの動きは？�Step.3
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新べら放流直後は…�
　養殖池から移送された新べらは、空腹の状態で釣り
場に放流されます。食欲が旺盛な新べらを狙うには抜
けの良いグルテンを硬めに仕上げて、10円玉大に大き
くエサ付けします。これを長めのハリスでエサを追わ
せながら食わせるわけです。�
　ここではマッシュの抜けの良さが大切なので、なじ
み幅が少ない時は手もみを強くするのではなく、エサ
を大きく付けてなじませることをお薦めします。アタ
リは落ち込みでムズッ、モゾッと小さく押さえるよう
なものが多くなるので、細かいウキの動きに注意が必
要です。�

Step.4

または、�

抜けの良い「新べらグ
ルテン」と抜けの良さ
に、適度な比重のある
「新べらグルテン底」
を使います。「新べら
グルテン」200㏄＋水
150～160㏄でカタボソ
に仕上げます。なじみ
幅が少ない時は「新べ
らグルテン」100㏄＋「新
べらグルテン底」100
㏄＋水180㏄です。�

水�＋�

水�＋�＋�

200㏄�150～160㏄�

100㏄� 100㏄� 180㏄�



新べらが口を使い、�
　　　　落ち着いたら…��

　放流直後にあれほど荒食いをした新べらも、何回か
釣られると簡単にはエサに飛びつかなくなります。硬
くボソッとしたエサではへらがはしゃくだけでコンス
タントに釣るのが難しくなります。このような時には
シットリしたグルテンが効果的。�
　抜けの良いグルテンだけではエサ持ちが弱いので、
グルテン繊維が強いものを２～３割ブレンドしてハリ
持ちを良くする、というのがポイントです。あるいは
抜けの良いグルテンをバラケエサ代わりに使い、クワ
セは繊維の強いものをブレンドしてパチンコ玉大にエ
サ付けをする、変則的な両グルテンの釣りも面白く、
効果的です。�

Step.5

「新べらグルテン」170㏄＋「グルテンα21」30㏄＋水200㏄を両グ
ルテンエサとして使います。セット釣り感覚で釣るのであれば「新
べらグルテン」200㏄＋水170㏄でつくったものをバラケに、クワセ
は「新べらグルテン」50㏄＋「グルテンα21」50㏄＋水120㏄つく
りパチンコ玉大にエサ付けします。�

（
上
バ
リ
）�

（
下
バ
リ
）�

水�＋�
200㏄� 170㏄�

＋�
170㏄� 30㏄�

水�＋�
200㏄�

＋�
50㏄� 50㏄�

水�＋�
120㏄�

●両グルテンパターン�

●セット感覚の両グルテンパターン�



� グ ル テ ン �

粒子が粗く軽めのボ�
ソタッチに仕上がる。�
ヌケの良さが、寄せ�
効果も発揮する。�

ボソッとした仕上が�
りながら、比重があ�
る。新べらグルテン�
とのブレンドが◎。�

サツマイモの成分が�
独特のネバリを生み、�
比重がヘラを落ち着�
かせてくれる。�

こんなエサを使おう！�

新べらグルテン� 新べらグルテン底� いもグルテン�

抜群の軽さが特徴で、�
練っても使える新タ�
イプのグルテン。渋�
い時こそ威力を発揮。�

グルテン繊維が多く�
含まれ、ハリ持ちが�
良く、待ちの釣りに�
効果的。�

ボソッとした仕上が�
りが、魚を寄せるバ�
ラケ性を生み、しか�
も芯残りもする。�

ぷ に グ ル � グルテンα21 グ ル テ ン 四 季 �



セッティングは？�

●ハリス＝0.4号�
　上34cmと下40cm

●サオ＝13～21尺�
　状況やポイント（水深）�
　によって使い分ける�

●ハリ＝上下４～5号�

Step.1

底釣り編�

●ミチイト＝0.8号�

●ウキ＝ボディ13～18cm�
　　　　（パイプトップ）�
　水深に合わせて使い分ける�



釣り方のツボは？�
　これまでは新べら狙いのタナといえば1.５～２.５ｍ
の宙層か底でしたが、最近では一気に５ｍ以上の深場
に着くケースもあります。浅い場合も深い場合も底に
着いている新べらを狙うわけですから、上ずらせない
ことがここでの急所になります。それには抜けの良い
グルテンだけでなく、適度な比重があるものをブレン
ドします。そして、１円玉大にエサ付けをし、ウキの
トップをなじませることが大事です。両グルテンで上
バリトントンのタナでは、なじみ幅は１～２目盛と少
なくなりますが、これをしっかり出してその中でモゾ
ッ、フワッとした小さなアタリを狙っていきます。�
�
�
�
　エサ落ち目盛を通過して、なじむまでに弱いサワリ
がでます。これを送ると、１～２目盛なじんだ直後に
小さく押さえるアタリが連続する状態。これがベスト
です。�

m

Step.2

理想的なウキの動きは？�Step.3

�



新べら放流直後は…�
　エサに突進してくるのが放流直後の新べらです。群
れの密度が増すと動きが活発なだけにエサ持ちが弱く
なります。そのためグルテンを手もみで持たせようと
しますが、かえってカラツンの原因にもなります。こ
のような時は比重のあるグルテンを２～３割ブレンド
して、やや硬めに仕上げてなじみ幅をだします。いか
に食いが良い新べらでもトップになじみ幅がでないエ
サでは上ずりになってしまうので、１～２目盛のなじ
み幅をだすのは底釣りで急所になるところです。底釣
りのアタリは特に小さいさいので、フワフワとした動
きの中からフッと押さえるアタリを見逃さないよう気
をつけてください。�

Step.4

宙釣りで紹介した「新べらグルテン」
100㏄＋「新べらグルテン底」100㏄＋
水180㏄でつくったものの他に、「新
べらグルテン底」200㏄＋水180㏄、あ
るいは「ぷにグル」170㏄＋「いもグル
テン」30㏄＋水280㏄でつくったものも
　　　　　　　効果的。ただ、ぷにグ
　　　　　　　ルは、例外的にもみ込
　　　　　　　んで、なじみ幅をだし
　　　　　　　ていきます。�
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新べらが口を使い、�
　　　　落ち着いたら…��

　宙釣りと同様に、何回か釣られた新べらは落ち込み
からガンガンアタることが少なくなります。また、こ
のアタリを合わせてもスレが多くなるため、安定して
釣るにはへらを落ち着かせることがポイント。�
　それには比重のあるグルテンを３～４割ブレンドし
て、しっとりしたタッチでウキの動きを押さえること
が必要になります。エサ付けも角ばらせると落下途中
でバラけて上ずりの原因にもなるので、ていねいに丸
めてパチンコ大にエサ付けします。そして、なじみ幅
をきっちりと出してトップが上がりかけてからエサ落
ち目盛までの範囲でアタリを狙います。�

Step.5

「新べらグルテン」170㏄＋「いもグルテン」30㏄＋水190㏄でつくっ
たもの、「グルテン四季」100㏄＋「いもグルテン」30㏄＋水130㏄で仕
上げたものの他に、「新べらグルテン底」200㏄＋水180㏄、「グルテン
α21」60㏄＋「いもグルテン」30㏄＋水120㏄などを使用します。い
ずれのエサもていねいに丸めて、なじみ幅をしっかりだします。�

100㏄� 30㏄�
＋� 水�＋�

130㏄�



意外なエサが効く！「巨べら」�
　マッシュ主体ながら、グルテ
ンと麩が配合された巨べらは、
ヌケが良くてもハリにグルテン
繊維が残り、適度な比重と手も
み次第であらゆる釣況に対応で
きるので両グルテン的使い方も
可能。�
　サラッとつくれば強烈にバラ
けるエサに、手水を付けてもみ
込めば、ハリ持ちバツグンのエ
サに変身。タナに届いてから大
きく膨らむ特長があるので、大
型を中心に放流している管理釣
り場では大きな効果が期待でき
ます。�

宙・底自由自在「いもぷに」�

　昨年発売されて以来、大好評の「ぷ
にグル」。そしてグルテンエサのベス
トセラー「いもグルテン」。この二つ
のエサのイイトコ取りをしたグルテン
エサが「いもぷに」です。�
�

「ぷに」の成分により経時変化が少な
い上に乾きにくく、「さつまいもマッ
シュ」が適度な重さをプラス。ウキを
しっかりなじませてタナを安定させや
すくなります。「ぷにグル」よりも重
く、「いもグルテン」より軽く仕上が
るので宙でも底でも攻め方は自在。も
ちろんあの気持ちの良い手触りは健在
です。�
　手に付きにくくサラッと仕上がるの
で、エサ付けのストレスも感じさせま
せん。待ってよし、誘ってよしと、多
彩な攻めをお楽しみいただけるグルテ
ンエサ「いもぷに」。この秋、必携の
グルテンエサです。　　●定価￥500

最新爆釣テク�

新エサ情報�

エサ作りの基本は「巨べら」
200㏄に対して水100㏄です�
が、「新べらグルテン」100
㏄を加え、水を200㏄にすれ
ば、ヌケの良さはそのまま
に、ハリ持ちを更に良くし
たエサに仕上がります。他
の両グルテンの釣り以上に
寄せ負けしない両グルテン
の釣りが展開できます。�


